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JRの「みどりの窓口」。今は当たり前のう

発券などで散々だった。それが変貌を遂げたα

職員が数十人で参加し、実地に使えるように己

直、「みどりの窓口」発足当初に近い。旗振り

と
算塁F機亀3≧曇雹馨雷ビ単fI:ワ争肇雫i暮 tl。麟。ま有効こ使えてよよよ11
いう実感がある反面、将来有効になる筈という期待感もあることが分か

った。医師が主に

考えるのは病診連携だ。将来性のあるプラットフォームを我 は々手に入れ
たが、そこに何

を積み上げていくかは我々自身にかかつている。使えな
いから使わ|ないのではなく、使え

ないのを使えるようにする意志が大切だ。気づいたことはこまめた
ベンダーに伝えてほし

い。理事会や社員総会でも積極的に発言、提案してほしい。

ネットワークには病診連携以外の利用もある。二つの県立病院■′ ウ
ティカルパスの様

式を統一しデジタル化を目指している。これは介護や福祉分野の方
々には朗報である。ァ

ドバンスケアプラニング (ACP)での意思表示や、救急車がらち1'誘導心電図の転送な

ども近い将来実現する。各種健診データの取り込みや母予千‐颯|デ ツタ
ル化、新しいタイ

プの訪問看護ステーションによる自律的利用など、夢は広がる3■

未来かなえのようなネットワークは全国に270ほ どあるが実
1働 しているのはその 1書11子

過ぎない。我々は気仙広域環境未来都市事業の一環としそ始めたた
め3市町の全面的ノド́ ‐

クアップを得ている。また当初からリプレース費用を樽みユて、持続性を考慮
していぅ|‐ |

さらに行政の協力と草の根の勧誘活動が相挨って、
1住
民議入率 (加入者数を域内総
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割った値)は 15%に達している。他のネット (多 く1111=6%)に比
べて格段に高||||1平|

成30年度は総務省の高度化事業にも選ばれ、両磐地区の有志と繋げ
ることが出来た。|‐||■

最後に皆様に一言。カルテを是非ネットにアップしてほし
い。レセプトだけで鮮1臨本像|

[滉魚[1:L19冒肇裏』′:県 II:」サ電撃TIIT電奪竜奄簿業2TT'11テ11
よる医療政策の決定にも禍根を残すだろう。         ‐      |‐|■‐||
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